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幼虫を加害するカイミジンコについて

(大ク)ナ,1)

実験室内でシャーレにてゲンジボタルの幼虫を飼

育していたところ、1979年10月Fit4u頃から河ヽ虫らし

いものが発生、幼虫の活動を,tらせているように思

われたので、検鋭の結果カイミシンコと同定 (南大

分中、佐藤英一氏)、0。3～0。5nmの小虫で幼虫にむら

がり、体液等を加普することが判りjした。

カイミジンコ検鏡スケッチ (側面)
1980年 1月23日

なお、形態については新日本動物図鑑 (北隆館発

行)中 巻、上野益、三博士の文を引用した。

節足動物 甲 殻綱 介 形亜組

(ポドヨーバロ か いみじんこ科)

ごみiまるかいみじんこC抑ヶ,ど。ps,sッ御。じ

BREHM

級は卵PJ形を帯び、背縁は大きく弧を描き、腹縁

には没い湾人対すがあり、前縁から後縁にわたって長

毛をまばらに!|:じている。んiイiの般はほぼllll形であ

る。第 1触/rlの遊泳枝は長い。大脚家の第2節は、

強端に2本の強大な爪状の刺と2本の岡1毛とを有す

る (図の3)。 第 l1/qll脚|の例1状突起は大きく、それ

につづく3節 を合わせた長さよりはるかに授い。ま

た第 1胸脚の呼吸板は51111の波状物を有する。尾脚

はその基節の長さの2倍 に連する細長い刺状突起を

有し、尾刺はすこなる知かくて曲る。図の 1および

2は雌の殻の側而、および背面、殻長約0,6mm内外、

高さ4.5mm内外、殻而に日立つような色彩がない。本

州各地の水田のような浅い水域に生活し、わが国以

外か らはまだ知られないI張である。 〔上野〕

カワニナ捕食中のヒルの―寝 ?

下は伸びきったところ
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